
 

 
指導員の笛に合わせてハンマーを振り下
ろす都立第三商業生（上）（『アサヒグラ
フ』1944・昭和 19 年５月３日号より）。
右下の工具がキサゲ。 

工員からタガネ作業の指導を受ける都立第三商業生 

（『アサヒグラフ』1944・昭和 19 年５月３日号より） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

          

 

      

土
浦
中
学
45
回
生 

動
員
学
徒
の
集
い
実
行
委
員
会
委
員
長
で

あ
り
、
『
戦
い
の
な
か
の
青
春
』
編
集
委
員
会

委
員
長
で
も
あ
っ
た
渡
邉
光
夫(

中
45
回)

は
、

土
浦
中
学
入
学
か
ら
一
空
廠
入
廠
ま
で
の
学

校
生
活
を
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
ま
す
。 

｢

昭
和
16
年
４
月
桜
花
爛
漫
の
真
鍋
台
の

土
浦
中
学
校
に
紅
顔
の
美
少
年
相
集
う
。
そ
の

数
212
名
。
そ
し
て
こ
の
年
12
月
８
日
に
は
大

東
亜
戦
争
が
勃
発
し
我
々
は
聖
戦
完
遂
の
名

の
も
と
に
、
農
繁
期
に
は
出
征
兵
士
の
家
の
農

作
業
の
手
伝
い
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
18
年
４
月
に
は
岩
瀬
繁
君
が
仙
台
、
桜
井

元
君
が
名
古
屋
の
陸
軍
幼
年
学
校
へ
入
学
し

た
が
、
ま
だ
国
内
は
戦
勝
ム
ー
ド
に
あ
っ
た
。

然
し
、
こ
の
年
の
厳
寒
に
は
全
員
が
出
島
村

【
現
か
す
み
が
う
ら
市
】
の
農
家
に
分
宿
し
、
昼

は
米
増
産
の
た
め
の
土
地
改
良
作
業
に
従
事

す
る
な
ど
勉
学
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
態
で
あ
っ

た
が
、
日
本
の
勝
利
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
た
。 

19
年
に
入
る
と
戦
い
も
厳
し
さ
が
加
わ
り

憂
国
の
念
や
み
が
た
く
な
り
、
軍
隊
へ
の
入
隊

希
望
者
が
続
出
し
た
。
そ
の
先
陣
を
切
っ
た
の

が
４
月
１
日
陸
軍
特
別
幹
部
候
補
生
と
し
て

入
隊
し
た
越
川
弘
君
、
海
軍
甲
種
飛
行
予
科
練

習
生
第
14
期
前
期
生
と
し
て
入
隊
し
た
篠
山

文
夫
、
鈴
木
重
男
、
中
山
福
男
の
諸
君
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
６
月
２
日
に
は
小
生
の
君
原
小
学

校
時
代
か
ら
の
親
友
戸
張
禮
記
君
【
本
紙
第
76

号
に
掲
載
し
て
い
る
。
】
が
第
14
期
後
期
生
と
し

て
入
隊
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

か
く
し
て
７
月
に
は
既
に
閣
議
決
定
さ
れ

て
い
た
『
学
徒
戦
時
体
制
確
立
要
綱
』
に
基
づ

き
土
浦
中
学
・
土
浦
高
女
・
麻
生
中
学
の
４
年

在
学
生
全
員
が
阿
見
町
に
あ
っ
た
第
一
海
軍

航
空
敞
に
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
る
。(

後
略) ｣

(

進
修
同
窓
会
東
京
支
部
会
報
『
東
進
』
第
13

号
・

1999(

平
成
11)

年
４
月
１
日
発
行)  

入
廠 

1944(

昭
和
19)

年
７
月
11
日
(火)

10
時
か
ら
、

土
浦
中
学
４
年
生(

中
45
回)

と
土
浦
高
等
女

学
校
４
年
生
と
の
入
廠
式
が
、
学
校
長
・
学
年

主
任
の
臨
席
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
、
第
４
代
廠

長
和
住
篤
太
郎
中
将
の
式
辞
の
後
、
学
徒
代
表

の
長
南
武
夫
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。 

12
日
(水)
か
ら
は
、
養
成
班
に
お
い
て
、｢

軍

機
保
護
法｣

・｢

服
務
綱
領
・
工
員
規
則｣

・｢

計

測
器
具｣

・｢

航
空
機
一
般｣

・｢

作
業
に
用
い
る

器
具
類｣

・｢

発
動
機｣

な
ど
の
講
義(

座
学)

と

基
礎
作
業
の
実
習
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
女
学

生
と
一
緒
の
部
屋
で
講
義
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
男
女
共
学
で
は
な
か

っ
た
土
中
生
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
青
天
の
霹

靂
、
嬉
し
い
よ
う
な
、
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
、

こ
そ
ば
ゆ
い
気
持
ち
で
、
技
術
士
官
の
話
な
ど

は
上
の
空
で
あ
っ
た
生
徒
も
居
た
よ
う
で
す
。 

実
習
は
、｢

タ
ガ
ネ｣

・｢

ヤ
ス
リ｣

・｢

キ
サ

ゲ｣

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

｢

タ
ガ
ネ(

鏨) ｣

は
、
鉄
板
を
切
断
す
る
作
業

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
万
力
に
一
人
ず
つ
付
き
、
厚

さ
５
mm

程
の
鉄
片
を
銜
え
さ
せ
、
ハ
ン
マ
ー
を

大
き
く
振
り
下
ろ
し
て
力
一
杯
鏨
を
叩
き
ま

す
。
力
を
入
れ
な
い
と
鏨
の
刃
先
は
鉄
片
に
食

い
込
ま
ず
切
れ
ま
せ
ん
。
頭
を
打
ち
損
な
う
と

鏨
を
握
っ
た
指
を
打
っ
た
り
掠
っ
た
り
し
て
、

皮
が
剥
け
血
が
噴
き
出
し
ま
す
。
指
導
員
が
吹

く
ピ
ー
ッ
と
い
う
笛
に
合
わ
せ
て
、
ハ
ン
マ
ー

を
振
り
上
げ
て
は
ガ
チ
ャ
ン
と
打
ち
ま
す
。
こ

の
繰
り
返
し
で
、
鏨
は
少
し
ず
つ
鉄
片
に
切
り

込
ん
で
い
き
ま
す
。 

｢

ヤ
ス
リ(

鑢)

掛
け｣

は
、
簡
単
な
よ
う
で
な

か
な
か
力
と
技
の
要
る
仕
事
で
し
た
。
長
時
間

の
反
復
練
習
で
、
血
豆
が
で
き
る
程
絞
ら
れ
ま

し
た
。 

｢

キ
サ
ゲ｣

は
、
彫
刻
刀
の
兄
貴
の
よ
う
な
も

の
で
、
金
属
面
を
削
り
、
1000

分
の
１
mm

ま
で
擦

り
合
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
削
っ
た
面
に

朱
肉
の
よ
う
な
塗
料
を
塗
っ
て
、
紙
に
写
す
と

高
い
所
だ
け
が
染
ま
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
を
更

に
削
り
ま
す
。
一
様
に
平
ら
に
な
れ
ば
高
低
無

し
に
全
体
に
色
が
着
く
筈
で
す
が
、
と
て
も
難

し
く
、
何
度
も
反
復
練
習
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

養
成
班
で
の
基
礎
訓
練
は
10
日
程
続
き
、

24
日
(月)
か
ら
は
教
育
班
に
移
り
ま
し
た
。
適

性
検
査
に
よ
っ
て
、
旋
盤
な
ど
の
機
械
工
作
組

と
銅
工
・
仕
上
げ
な
ど
の
手
作
業
組
と
に
分
け

ら
れ
、
28
日
(金)
午
前
中
に
教
育
班
で
の
実
習

が
修
了
し
、
29
日
(土)
か
ら
現
場
配
属
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
各
工
場
で
作
業
に
当
た
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
危
険
作
業
や
熟
練

作
業
か
ら
は
除
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に

一
般
工
員
と
同
様
に
な
り
、
か
つ
一
人
前
の
戦

力
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

               

入
寮 

土
浦
中
学
45
回
生
は
入
廠
に
先
立
ち
、
７

月
８
日
(土)
、
全
員
が
烏
山
の
工
員
養
成
所
寮

に
入
り
ま
し
た
。
寮
の
一
室
の
大
き
さ
は
８
畳

程
で
、
部
屋
の
両
側
に
作
り
付
け
の
２
段
ベ
ッ

ド
が
あ
り
、
片
側
４
人
宛
で
８
人
部
屋
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
45
回
生
た
ち
が
決
め
ら
れ
た

部
屋
に
入
っ
て
、
ズ
ボ
ン
を
た
く
し
あ
げ
、
荷

物
の
整
理
を
し
て
い
る
と
、
蚤
の
大
軍
に
襲
わ

れ
ま
し
た
。
ふ
と
気
が
付
く
と
、
足
が
真
っ
赤

平成３０年３月１５日 

茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会 

ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 
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戦時下の土浦中学生１１ 
～第一海軍航空廠・学徒たちの戦い１～ (霞ヶ浦その 23) 

第一海軍航空廠(一空廠)に通年動員となった学徒は、土浦中学 44・45・46・47・

48・49 回生の外、麻生中学(現麻生高校)・土浦高等女学校(現土浦二高)・土浦女

子商の生徒たちでした。今回から、｢戦後五十年 卒業五十周年 第一海軍航空廠動

員学徒の集い記念誌『戦いのなかの青春』(茨城県立土浦中学校(中 45 回)・土浦高

等女学校 動員学徒の集い実行委員会)(1995・平成７年８月 15日刊)｣、『櫻水物語 戦

中派の中学時代 (中 48 回・高１回 屋口正一)(1987・昭和 62 年 5 月 27 日刊) 』を

もとに、学徒たちの戦いを綴っていきます。 

文中の【 】内は筆者による注記です。 

 

月刊 

（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 



 

 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
小
さ
な
赤

い
も
の
が
這
い
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
早
速
、

用
意
さ
れ
て
い
た
白
い
石
灰
の
粉
を
多
量
に

撒
き
ま
し
た
が
、
撃
退
で
き
ず
、
撲
滅
手
段
は

唯
掃
き
出
す
だ
け
。
寝
具
の
毛
布
に
ま
で
入
り

込
み
、
痒
く
て
極
度
の
睡
眠
不
足
に
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
入
寮
し
て
朝
に
夕
に
掃
除

を
続
け
る
と
、
不
思
議
な
話
で
す
が
、
数
日
で

蚤
は
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た
。 

７
月
29
日
(土)
に
は
、
麻
生
中
学
４
年
生
約

100

名
が
、
麻
生
港
か
ら
水
郷
汽
船
の
あ
や
め
丸

で
土
浦
港
に
到
着
、
航
空
廠
の
ト
ラ
ッ
ク
で

11
時
に
入
廠
。
身
体
検
査
・
作
業
服
の
貸
与

後
、
班
毎
に
宿
舎
に
入
り
、
土
中
生
の
各
室
に

２
名
ず
つ
配
属
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

寮
に
は
角
帽
や
丸
帽
の
海
軍
依
託
学
生
(注)

が
数
名
居
て
、
中
隊
長
・
小
隊
長
と
し
て
生
徒

た
ち
の
生
活
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
上

級
学
校
へ
の
受
験
勉
強
に
取
り
組
む
者
も
お

り
、
技
術
将
校
や
海
軍
依
託
学
生
が
密
か
に
指

導
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
【
土
浦
中

学
の
教
師
陣
は
夜
の
授
業
も
考
え
た
が
、
生
徒
が
疲

れ
切
っ
て
い
た
の
で
実
施
を
見
送
っ
た
。
】。 

寮
で
の
生
活
は
、
起
床
か
ら
就
寝
ま
で
、
海

軍
生
活
そ
の
も
の
で
し
た
。
朝
５
時
、｢

総
員

起
こ
し｣

で
起
床
、
寝
具
・
蚊
帳
の
整
理
、
着

替
え
・
洗
面
の
後
、
宿
舎
前
に
整
列
。
隊
列
を

組
ん
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
朝
礼
場
に
駆
け
足
で

集
合
。
朝
礼
は
、
軍
艦
旗
掲
揚
か
ら
始
ま
り
、

訓
示
の
後
、
本
日
の
指
示
・
伝
達
事
項
と
な
り
、

最
後
に
海
軍
体
操
。
体
操
が
終
わ
る
と
、
食
事

当
番
は
駆
け
足
で
食
堂
に
向
か
い
、
他
の
者
は

隊
毎
に
駆
け
足
で
宿
舎
に
戻
り
、
部
屋
の
掃
除

【
特
に
廊
下
は
、
甲
板
か
ん
ぱ
ん   

掃
除
と
称
し
て
、
腰
を

落
と
し
て
磨
か
さ
れ
た
。
】。
掃
除
が
済
む
と
点
呼

で
、
室
毎
に
廊
下
に
整
列
し
、
甲
板
将
校
が
や

っ
て
来
て
点
検
。
点
呼
後
、
ま
た
舎
前
に
整
列

し
て
、
駆
け
足
で
食
堂
へ
。
食
堂
で
は
当
番
が

烹
炊
所
か
ら
食
器
と
食
缶
と
を
受
け
取
り
、
配

膳
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。
椀
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
入
っ
た
ご
飯
が
漬
物
を
添
え
て
盛
っ
て
あ

り
、
そ
れ
に
味
噌
汁
の
入
っ
た
汁
椀
と
お
菜
さ

い

の
入
っ
た
小
鉢
と
が
付
い
て
い
ま
し
た
。
全

員
が
食
卓
に
着
く
と
、
１
分
間
の
黙
祷
の
後
、

｢

食
事
に
掛
か
れ
！｣

の
号
令
で
一
斉
に
箸
を

付
け
ま
す
が
、
１
～
２
分
で
あ
ち
こ
ち
か
ら

｢

ご
馳
走
さ
ま
！｣

の
声
が
掛
か
り
ま
す
。
食
事

が
済
む
と
一
旦
宿
舎
に
帰
り
、
６
時
30
分
過

ぎ
、｢

庁
舎
前
整
列
！｣

の
号
令
で
再
び
舎
前
に

整
列
、
駆
け
足
で
航
空
廠
へ
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド

を
押
し
て
７
時
５
分
前
に
は
入
廠
。
各
職
場
に

到
着
す
る
と
全
員
整
列
し
朝
礼
、
宮
城
き
ゅ
う

じ
ょ
う

遙
拝
、
一
空
廠
体
操
、｢

配
置
に
就
け
、

仕
事
に
掛
か
れ
！｣

で
作
業
開
始
。
11
時
30
分

昼
食
。
弁
当
部
で
作
ら
れ
た
弁
当
が
寮
生
の
昼

食
と
し
て
各
職
場
へ
配
ら
れ
ま
す
。
木
製
の
弁

当
箱
で
中
身
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ

の
入
っ
た
ご
飯
。
お
か
ず
も
貧
弱
な
も
の
で
、

忽
ち
食
べ
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
当
時
、
生
徒
た

ち
は
こ
れ
を｢

コ
ジ
弁(

乞
食
弁
当)

｣

と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
12
時
作
業
再
開
。
３
時
30
分

終
礼
。
４
時
10
分
カ
ー
ド
を
押
し
て
帰
寮
、

入
浴
。
５
時
30
分
夕
食
。
夕
食
後
は
自
習
時

間
で
す
が
、
灯
火
管
制
が
敷
か
れ
て
い
た
た
め
、

暗
幕
代
わ
り
の
毛
布
で
遮
光
し
た
部
屋
で
、
思

い
思
い
に
勉
強
し
ま
し
た
。
８
時
45
分
巡
検

【
陸
軍
で
は｢

消
灯
ラ
ッ
パ｣
が
一
日
の
終
わ
り
だ
が
、

海
軍
で
は｢

巡
検｣

と
言
っ
た
。
】
。
「
巡
検
５
分

前
！｣

の
号
令
が
掛
か
る
と
、
各
員
は
、
蚊
帳

を
下
ろ
し
た
ベ
ッ
ド
の
中
で
目
を
瞑
っ
て
、
不

動
の
姿
勢
で
巡
検
を
待
ち
ま
す
。
巡
検
の
ラ
ッ

パ
が
鳴
り
、｢

巡
検
！｣

の
号
令
で
巡
検
士
官
が

コ
ツ
コ
ツ
と
靴
を
鳴
ら
し
て
、
懐
中
電
灯
で
各

ベ
ッ
ド
の
中
を
照
ら
し
て
点
検
を
行
い
ま
す
。

中
に
は
一
日
の
疲
れ
で
鼾
を
掻
い
て
寝
込
ん

で
し
ま
う
者
も
居
ま
し
た
が
、
咎
め
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
巡
検
後
、
起
き
て
勉
強
を

し
て
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
昼
間
の
疲
れ
で

み
ん
な
直
ぐ
に
寝
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

休
日
は
隔
週
日
曜
日
の
み
で
、
家
が
近
い
者

は
土
曜
日
の
午
後
か
ら
帰
宅
し
、
翌
日
曜
日
の

夕
方
に
帰
寮
し
ま
し
た
。
休
日
で
な
い
日
曜
日

に
は
教
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
配
属
将
校
が

来
て
工
員
養
成
所
で
行
っ
た
り
、
工
員
養
成
所

の
武
器
庫
か
ら
小
銃
を
借
り
て
、
土
中
ま
で
演

習
を
し
な
が
ら
往
復
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。 11

月
18
日
(土)

に
は
教
練
査
閲
が
あ
り
ま

し
た
。
午
前
中
は
各
工
場
で
４
・
５
年
生
の
作

業
状
況
の
査
察
が
査
閲
に
代
え
て
行
わ
れ
、
午

後
は
学
校
で
３
年
生
以
下
の
査
閲
が
通
常
通

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
査
閲
が
土

中
で
は
最
後
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

退
寮 

寮
生
活
を
し
て
い
た
生
徒
た
ち
の
食
事
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。 

９
月
４
日
(月) 

(朝)
麦
飯
、
茄
子
醤
汁
、
茄
子
漬 

(昼)
馬
麦
飯
【
馬
鈴
薯
と
麦
を
主
体
と
し
た
ご
飯
】、 

塩
引
【
塩
漬
け
の
鮭

】、
キ
ウ
リ
【
胡
瓜

】
漬 

(夜)
馬
麦
飯
、
茄
子
醤
汁
、
キ
ウ
リ
漬 

10
月
２
日
(月) 

(朝)
麦
飯
、
茄
子
汁
、
キ
ウ
リ
漬 

(昼)
馬
麦
飯
、
公
魚
ワ
カ
サ
ギ

、
茄
子
漬 

(夜)
馬
麦
飯
、
う
ど
ん
汁
、
キ
ウ
リ
漬 

11
月
４
日
(土) 

 

(朝)
藷
麦
飯
【
薩
摩
芋
と
麦
を
主
体
と
し
た
ご
飯
】、 

ネ
ギ
汁
、
菜 

(昼)
藷
麦
飯
、
大
根
、
菜
の
煮
付 

(夜)
藷
麦
飯
、
ウ
ド
ン
汁
、
菜
漬 

こ
れ
は
、
麻
生
中
学
生
に
付
き
添
っ
て
い
た

教
師
が
書
き
残
し
た
1944
年
９
月
４
日
か
ら
翌

年
１
月
２
日
ま
で
の
航
空
廠
で
の
献
立
の
記

録
か
ら
の
抜
粋
で
す
【
当
時
の
逼
迫
し
た
食
糧
事

情
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
】。 

食
べ
盛
り
の
中
学
生
に
と
っ
て
は
、
常
に
空

腹
を
抱
え
て
の
毎
日
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
食

事
は
段
々
と
悪
く
な
っ
て
い
っ
て
、
入
寮
当
初

は
ご
飯
の
中
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
入
っ
て
い
た

の
が
、
日
増
し
に
芋
の
量
が
増
え
て
い
き
、
と

う
と
う
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
周
り
に
ご
飯
粒
が
付

い
て
い
る
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
昼
の
弁
当
は

ダ
イ
コ
ン
飯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
夜
に
な
る
と
、
塀
を
乗
り
越
え
て
隣
の

畑
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
盗
ん
で
来
て
、
生
の
藷
を

囓
る
生
徒
も
出
て
き
ま
し
た
。
空
腹
に
耐
え
抜

く
こ
と
、
こ
れ
は
航
空
廠
の
生
活
で
全
て
の
学

徒
が
経
験
し
た
苦
し
み
で
し
た
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
状
態
を
心
配
し
て
い
た
父
兄
の
有

志
が
相
談
を
し
て
、
学
校
長
を
通
じ
て
航
空
廠

に
通
勤
の
許
可
を
願
い
出
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

自
宅
か
ら
の
通
勤
が
認
め
ら
れ
、
生
徒
た
ち
の

寮
生
活
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
土
中
生
は
９

月
16
日
(土)
に
退
寮
し
、
18
日
(月)
か
ら
自
宅
か

ら
の
通
勤
が
始
ま
り
ま
し
た
【
土
浦
高
女
生
は

９
月
30
日
(土)
に
退
寮
、
10
月
１
日
(日)

か
ら
通
勤
を

開
始
し
た
。
】
。
し
か
し
、
麻
生
中
学
生
を
は
じ

め
と
す
る
、
自
宅
が
遠
方
で
通
勤
が
不
可
能
な

生
徒
た
ち
は
、
1945

年
８
月
20
日
(月)
の
退
廠
式

ま
で
寮
生
活
を
続
け
ま
し
た
。 

お
国
の
た
め
と
は
言
い
な
が
ら
、
育
ち
盛
り

の
15
～
16
歳
の
少
年
少
女
が
学
業
を
擲
ち
、

こ
の
よ
う
な
粗
食
に
耐
え
、
休
日
も
殆
ど
無
い

苛
酷
な
労
働
に
従
事
し
た
こ
と
を
思
う
と
、
戦

争
の
非
情
と
と
も
に
平
和
の
有
り
難
さ
を
し

み
じ
み
と
感
じ
ま
す
。 

 

(注)
海
軍
依
託
学
生 

海
軍
で
は
、
兵
科
・
機
関
科
・
主
計
科
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
兵
学
校
・
機
関
学
校
・
主
計
学
校
で
士
官
を
養

成
し
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
分
野
で
は
依
託
学
生
制
度
を

設
け
、
大
学
か
ら
人
材
を
募
っ
て
い
た
。
依
託
学
生
に
は

海
軍
か
ら
月
額
10
円
の
学
費
と
年
間
35
円
の
被
服
費

と
が
、
学
校
を
通
じ
て
支
給
さ
れ
た
。
卒
業
後
は
造
兵

(

兵
器
担
当)

・
造
機(

機
関
担
当)

・
造
船(

艦
船
担
当)

な

ど
の
各
技
術
士
官
又
は
軍
医
の
各
中
尉
相
当
官
に
任
官

し
た
。 
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